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平成 28年度 研究計画（ホームページで公開）  Research Plan FY2016 (Post on Website) 

主たる研究テーマ 

Principal Research Subject  
ニジェール・コンゴ語族における動詞構造の形態・統語論比較研究 

 

 ニジェール・コンゴ語族は、サブサハラの広大な領域に分布する大語族であるが、この語族を特徴づける

のは、基礎語彙と名詞クラスの体系、そして動詞の派生とそれに関する動詞構造といわれている。今年度か

ら開始した科研費による研究は、その中でも特に動詞構造に焦点をあて、その類型的な特徴と普遍性を明ら

かにしようとするものであり、本研究もその一環に位置付けられる。 

 対象とする言語はバントゥ諸語、ヨルバ語、バンバラ語であるが、本年度は特にバンバラ語の動詞の態に

焦点を当てる。バントゥ諸語では動詞の派生形接辞でもって受動態を構成し、ヨルバ語では不定人称の主語

をおくことで受動態をつくる。しかしバンバラ語では、動詞は変化せず、「対象」の名詞を主語にすること

によって受動態をつくるが、これは動詞の自動詞・他動詞の交替に似た統語関係であり、バンバラ語の「態」

や動詞の自他対応の特徴を表すものである。バンバラ語の自動詞、他動詞、受動文についてデータを取集し

て分析し、バンバラ語の態や自他対応の特徴について明らかにし、さらにバンバラ語の統語構造についての

研究を進める予定である。 

 

共同研究可能な分野 

Research Fields feasible 

for joint research  *1 

言語学 
アフリカ 

地域研究 
外国語教育   

キーワード Keywords*2 アフリカ 形態・統語論 バンバラ語 バントゥ諸語 ヨルバ語 

 


